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イ
ン
ド
学
仏
教
学
は
「
社
会
的
要
請
」
に
い
か
に
応
え
る
の
か 

 
 

斎
藤 

明 

 

イ
ン
ド
学
仏
教
学
の
分
野
は
（
一
）
国
際
的
な
学
術
交
流
、（
二
）
諸
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
、（
三
）

社
会
的
要
請
へ
の
対
応
と
い
う
点
で
、
比
較
的
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
文
・
社
会
科
学
系
（
以
下
、

「
人
文
系
」
と
略
称
す
る
。）
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
ま
た
、
人
文
系
諸
分
野
に
期
待
さ
れ

る
今
後
の
動
向
を
見
据
え
る
と
き
、
い
く
つ
か
の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
関
連
す
る
隣
接
分
野
と
も
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
着
実
に
克
服
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

ま
ず
、(

一)

の
国
際
的
な
学
術
交
流
に
関
し
て
は
、
人
文
系
諸
分
野
に
お
け
る
研
究
評
価
の
問
題
に
も
関

わ
る
が
、
す
べ
て
の
基
幹
と
な
る
全
国
学
会
で
は
、
主
要
な
論
文
を
す
べ
て
母
語
と
英
語
と
で
同
時
発
信
す

る
、
あ
る
い
は
過
渡
的
に
一
年
程
度
の
ス
パ
ン
を
置
い
て
両
語
で
公
刊
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
現
在
の
と
こ
ろ
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
は
、
第
三
分
冊
に
欧
文
（
主
に
英
文
）
論
文
を
収
め
、
同
時

に
ま
た
第
一
、
第
二
分
冊
に
掲
載
さ
れ
た
す
べ
て
の
日
本
語
論
文
の
英
文
要
旨
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
上
述
の
方
向
に
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
ひ
と
り
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
み
な
ら
ず
、
人
文
系
諸

分
野
の
す
べ
て
の
基
幹
学
会
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
、（
二
）
と
（
三
）
に
関
連
し
て
、
広
義
の
社
会
貢
献
と
い
う
課
題
に
目
を
向
け
た
い
。
そ
も
そ
も

人
文
系
諸
分
野
は
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
費
用
対
効
果
）
の
点
で
も
、
日
本
の
学
術
に
多
大
な
貢
献

を
な
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
人
文
系
分
野
全
体
に
対
す
る
学
術
研
究
予
算
（
約3

0
%

）
に
比
し
て
、
同
分

野
の
学
生
数
の
比
率
（5

0
%

弱
、
教
育
系
を
含
め
る
と6

0
%

弱
）、
工
学
系
と
並
ん
で
多
い
留
学
生
の
受
け

入
れ
、
書
籍
の
出
版
点
数
（
約6

0
%

）
等
々
の
指
標
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
（
提
言
「
学
術
の
総
合
的
発
展

を
め
ざ
し
て
―
人
文
・
社
会
科
学
か
ら
の
提
言
―
」（2

0
1
7

.6
.1

）
参
照
）。
「
コ
ス
パ
」
な
ど
の
基
準
は
人

文
系
に
馴
染
ま
な
い
と
い
う
声
も
あ
ろ
う
が
、
人
文
系
分
野
が
涵
養
す
る
柔
軟
で
多
角
的
な
視
野
と
批
判

的
な
思
考
法
を
も
つ
こ
と
の
意
義
に
く
わ
え
、
江
湖
に
う
っ
た
え
る
に
値
す
る
指
標
で
あ
り
事
実
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
学
問
分
野
の
社
会
貢
献
に
は
個
々
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
成
果
や
、
そ
れ
と
関
連
し
た
［
宗

教
者
］
個
人
の
社
会
的
活
動
に
く
わ
え
、
特
定
分
野
や
隣
接
分
野
の
複
数
の
研
究
者
が
関
与
す
る
作
業
を
と

お
し
て
の
貢
献
も
ま
た
あ
る
。（
二
）
の
関
連
で
、
以
下
の
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
イ
ン
ド
学
仏
教
学
界

が
関
与
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
二
十
年
以
上
前
か
ら
公
開
さ
れ
、
内
外
の
研
究
者
・
学
生
を
は
じ
め
、

関
心
を
も
つ
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、S

A
T

大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（「
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
」
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
次
世

代
人
文
学
開
発
セ
ン
タ
ー
、 

h
ttp

://2
1
d

z
k

.l.u
-to

k
y
o
.a

c.jp
/S

A
T

/

）
で
、
大
正
新
脩
大
藏
經
（
全

1
0

0

巻
）
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、IN

B
U

D
S

イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
文
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、 

h
ttp

://w
w

w
.in

b
u

d
s.n

e
t/

）
で
、
主
と
し
て
日
本
国
内
で
発
行
さ
れ
た

定
期
刊
行
学
術
雑
誌
等
の
中
か
ら
、
イ
ン
ド
学
・
仏
教
学
に
関
す
る
論
文
を
抽
出
し
、
そ
の
書
誌
情
報
及
び

キ
ー
ワ
ー
ド
を
収
録
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
の
中
で
、C

iN
ii, J

-S
T

A
G

E

等
に
公

開
さ
れ
た
学
術
雑
誌
所
載
の
論
文
はp

d
f

で
入
手
可
能
で
あ
る
。 

（
三
）
の
社
会
的
要
請
へ
の
対
応
に
関
し
て
、
こ
こ
で
は
、
手
前
味
噌
な
が
ら
、
多
く
の
難
解
な
仏
教

術
語
を
定
義
的
あ
る
い
は
主
要
な
用
例
を
根
拠
に
現
代
語
（
日
本
語
と
英
語
）
へ
の
基
準
的
な
訳
語
を
提

案
し
て
い
る
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
（
＝
「
仏
教
用
語
の
宝
庫
」
の
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
科
研
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク

トh
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）
を
紹
介
し
た
い
。
生

物
（
有
情
）
が
も
つ
十
の
普
遍
的
な
心
作
用
の
一
つ
マ
ナ
ス
カ
ー
ラ
（m

an
ask

āra

、
玄
奘
訳
「
作
意
（
さ

い
）
」、
真
諦
訳
「
思
惟
」
）
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
倶
舎
論
』
と
そ
の
注
釈
に
お
け
る
「
心
を
〔
対
象
に
向
け

て
〕
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
の
定
義
文
を
根
拠
に
す
る
か
ぎ
り
、
適
切
な
基
準
訳
語
は
「
傾

注
」
な
い
し
「
心
を
向
け
る
こ
と
」
で
あ
り
、
英
語
のatten

tio
n

が
こ
れ
に
相
当
す
る
。 
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